
別紙31別添

就労継続支援A型事業所におけるスコア表 (全体 )

事業所名 オルオル

住  所 静岡市駿河区宮竹1丁 目10-1 大石ギルビビル2階西

電話番号 054-238-0808

事業所番号 2214230753

管理者名 池谷 誠

対象年度 令和3年度

(I)労働時間
①l日 の平均労働時間が7時間以上

40

占
小

②l日 の平均労働時間が6時間以上7時間未満

③l日の平均労働時間が5時間以上6時間未満

④l日の平均労働時間が4時間30分以上5時間未満

⑤l日 の平均労働時間が4時間以上4時間30分未満 ○

⑥l日の平均労働時間が3時間以上4時間未満

⑦l日 の平均労働時間が2時間以上3時間未満

③l日の平均労働時間が2時間未満

点②70点 ③55点 ④45点 ⑤40点 ⑥30点 ⑦20点 ③5点

(Ⅳ)支 援力向上 (※ )
◎ l①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

点

参加した職員が 1人以上半数未満であつた ○

参加した職員が半数以上であった

l②研修、学会等又は学会誌等において発表

1回の場合

2回 以上の場合

l③視察
・実習の実施又は受け入れ

いずれか一方のみの取組を行つている

いずれの取組も行つている

|の販路拡大の商談会等、の参加

1回の場合

2回以上の場合

l⑥職員の人事評価制度

人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
制度を設け、全ての職員に周知している

⑥ピアサポーターの配置

ピアサポーターを職員として配置している

l⑦第二者評価

過去 3年以内の福祉サービス第二者評価を
受審しており、結果を公表している。

l③国際標準化規格が定めた規格等の認証等

都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた
規格その他これに準ずるものの認証を受けている

小計 (注 2)

(※ )任意の 5項目を選択すること    (注 2)8以 上 135点 、6～ 7:25点 、1～ 5:15点

(Ⅱ )生産活動

①前年度及び前々年度の各年度における生産活動収支が
それぞれ当該各年度に利用者に支払う賃金の総額以上

占
小

②前年度及び前々年度における生産活動収支のうち前年
度における生産活動収支のみが利用者に支払う賃金の総
額以上

③前年度及び前々年度における生産活動収支のうち前々
年度における生産活動収支のみが利用者に支払う賃金の
総額以上

④前年度及び前々年度の各年度における生産活動収支が
いずれも当該各年度に利用者に支払う賃金の総額以上

○

占
小
5点 ③20点 ④5点

(Ⅲ )多様な働き方 (※ )

◎ l①免許
口資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

35

点

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある ○

l②利用者差職員として登用する制度

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある

l③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある

l④フレックスタイム制に係る労働条件

就業規員1等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある

◎ l⑤短時間勤務に係る労働条件

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある ○

◎ l⑥時差出勤制度に係る労働条件

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある ○

◎ |の有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある ○

◎ l③傷病休暇等の取得に関する事項

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある ○

小計 (注 1)

(※ )任意の 5項目を選択すること  (注 1)8以 上 :35点 、6～ 7125点 、1～ 5115点

(V)地域連携活動

地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官
公庁等での生産活動等地域社会と連携した活動を行い、その
結果をインターネット等により公表している

○ 10

点

1事例 以上ある場合 :10点

合計

105
/200

項 目 点数

労働時間 5点  20点  30点 餞蜃削漑 45点  55点  70点  80点 40

生産活動 20Jミ         25:簑         40J簑

多様な働き方 0点     15点    25点    目 35

支援方向上 0点    =    25点     35点
地域連携活動 0点 一点



様式2-2

就労継続支援A型事業所におけるスコア表 (実績 I～Ⅳ)

雇用契約 を締結 していた 4,745
延べ利用者数

人

型躍童曾1里21     4
平均労働時間数

時間

(I)生産活動

利用者に支払 つた賃 18,497,656
金総額 円

収支 |   ▲ 15,240,310
円

前年度  (令和2年度)
生産活動収入か ら経 3,820,034
費を除いた額

利用者に支払 つた賃 20,241,309
金総額 円

収支 |   ▲ 16,421,275
円

会計期間 ( 4月 ～3月 )

(Ⅲ )多様な働き方

前年度 (令和2年度)における実績 (

①免許 E資格取得、検定の受検勧奨に関する制度 ③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

※登用した日    年  月
※実施した期間 1 月 日～ 月 日
就業時間 (在宅勤務): 時 分～ 時 分
職務内容 I

就業時間 :   時 分～ 時 分

④フレックスタイム制に係る労働条件 ⑤短時間勤務に係る労働条件
◎フレックスタイム制を活用した人数

※実施した期間 : 4月 1日 ～3月 31日
就業時間 (短時間): 10時00分～12時00分
職務内容 :軽作業 プラモデルの袋詰め等
櫛 蘭婚後に体謝不夏にて

…
苗蒔簡勤務1・名

・

糖尿病による足の壊疸 (入院)及び自宅療養後 1名

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度 ③傷病休暇等の取得に関する事項

め等

時間勤 (※ )当該制度等を活用した任意の 1名の実績を記載

◎免許・資格取得、検定の受
に関する制度を活用した人数     1名
※取得を進めた免許等 :大学卒業 口学芸員

制度の活用内容 :通信制大学入学
スクー リング授業参加時における連続休暇の取得許可

学費の一部補助

②利用者を職員として登用する制度
◎職員として登用した人数       名
◎うち1名は雇用継続期間が6月 に達してい樹
'0・

ろ
°
ち
゛
i互1よ箭革度茉百

・
妻で雇iiii継篤じて

「
租
・

⑥時差出勤制度に係る労働条件
◎時差出動制度を活用した人数

※実施した期間 1 3月  1日 ～ 3月 31日
(早出の場合): 9時 00分～14時 30分
(遅出の場合)1 11時00分～16時 30分

希望された3名 が

魚
■
回
□
¨

(Ⅳ)支 援方向上

前年度 (令和2年度)における実績 (

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会 ②研修、学会等又は学会誌等において発表 ③視察・実習の実施又は受け入れ

④販路拡大の商談会等への参加 ⑤職員の人事評価制度 ⑥ピアサポーターの配置

◎ ISOが制定したマネジメント
競格等あ藷証奪を蔓1丁ぞIくる

…………・
コ
・

※認証を受けた日   月  日
規格等の内容

(※ )実績のうち 1事例を記載

◎研修実施回数 4回 /内部
◎研修、学会等又は学会誌等において

発表している回数          回

※研修、学会等名
実施目       月  日
x難全譲霊名.…………………………………………………………
掲載日       月  日"発
裏亨=マ
…I…………………T…………

◎先進的事業者の視察・実習の実施 している

◎他の事業所の視察 白実習を受け入れている

※先進的事業者名
実施日/参加者数   月  日    入
※他の事業所名
実施日/参加者数   月  日    入

回 ◎職員の人事評価制度を整備している 日
0当該人事評価尋I度を菌獅

・
」ぞI｀
・
る
………
□
…

人事評価制度の制定日  年  月  日
人事評価制度の対象職員数       名
うち昇給・昇格を行つた者       名
当該人事評価制度の周知方法

②第二者評価 ③国際標準化規格が定めた規格等の認証等

各項目について適宣、実績がわかる情報を追加すること。

間

◎前年度末日から過去 3年以内に
純り三
・
どガ筆菫著評価を

'蔓
けでτ`る
……
E

※評価を受けた日   月  日
第二者評価機関

5月 1日 ～6日  zoom l人

◎ピアサポーターを配置している      L
◎当該ピアサポーターは「障害者ピアサホ―゚卜研修」

している             E
配置期間  月 日～ 月 日

職務内容



no.1 献 1_

令和 3年 4月 14日

事業所番号 2214230753

管理者名 池谷 誠

対象年度 令和3年度

就労継続支援 A型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 オルオル

住 所 静岡市駿河区宮竹1-10-1 大石ギルビビル2階西

電話番号 054-238-0808

地域連携活動の概要

<活動内容 >
活動場所 静岡市駿河区中島709-9の倉庫にて
活動日程 就業日
実施日程 基本10:00～ 15:00
実施した生産活動・施設外就労の概要

プラモデルの袋詰めを手作業及び大型のビロー機を

利用し袋詰めを実施

利用者数 1日 7～8人 当番制 1日置き

<活勤の様子>

大型のピロー機での作業を前に準備

箱詰めの仕方を確認

<目的 >
静岡の主要産業にもなつているプラモデルであるが

多くの下請け業者により成り立つている。内職業が

多くの下支えになつており、その一端を行い、地域

産業に貢献することが、利用者のやりがいにもなつて

いる

<成果 >
地域の産業に携わつていることのやりがいを感じ

仕事ができている。大型のビロー機を使用する

ことで、流れ作業等の経験ができ、将来の就労を

考える材料になつている。また、自信にもつなが

つている

連携先の企業等の意見または評価

正直、障害者の人たちがどこまでの作業ができるのか ?製品は大丈夫なのか ?等半信半疑で内職の作業を

行つて頂いていた。はじめは、手作業での袋詰め、ノヽンディシーラー機、その後 エンドレスシーラー機
と作業量を増やし、今では大型のピロー機を使用し、1日の袋詰め等の作業量も格段に増え、計算の出来

る数をこなして頂いている。真面目に黙々と作業に取り組む姿勢は、非常に感心している。

今後も、地域の主産業であるプラモデル製品の下支えを行つて頂ければと感じている。

他の従業員にも良い刺激になつている。

連携先企業名 株式会社  ALPUS 丁OKUMARU 担当者名 代表取締役 徳丸英之



nOE2 様式 1

月  14  日

事業所番号 2214230753

管理者名 池谷 誠

対象年度 令和3年度

令和 3 年

就労継続支援 A型事業所における地域運携活動実施状況報告書

事業所名 オルオル

住 所 静岡市駿河区宮竹1-10-1 大石ギルビビル2階西

電話番号 054-238-0808

地域連携活動の概要

<活動内容 >
缶バッジの制作も事業として行つていたが

コロナ禍により、依頼がなくなつてしまつたため

社長の発案により、コロナ禍で大変な思いを

されている地域の医療従事者に何か貢献できない

ものかと考え、感謝の気持ちを伝える缶バッジ

を製作し、配布することにした。

実施日    令和2年 5月 18日

<活動の様子>
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缶バッジ

静岡新聞に掲載

静岡市へ寄贈する様子

<目的>
コロナ禍で大変な思いをされている

地域の医療従事者に感謝の気持ちを

伝えるために感謝の気持ちを込めた

缶バッジを配布し、身に付ける事により

感謝を伝える

<成果 >
作ることにより、コロナに対する意識の変化が

利用者より見られたこと。当事業所において

缶バッジを制作していることが新聞記事に

なつた事もあり伝わつた。

連携先の企業等の意見または評イ面

寄贈した際に頂いたコメン ト

現在コロナ禍で大変な思いをされている医療従事者に対して感謝の気持ちを伝えたいと

思つている方々は非常に多くいると思います。

市役所の主に来庁者に接する職員に配布し医療従事者への感謝と応援の気持ちを

届けたいと思います。 等のコメン トを頂きました。

連携先企業名 寄贈先 静岡市 担当者名 市長  ・ 区長


